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高校総体
　宮城県会場で開催

平成二年度
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平
成
二
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
が
宮
城
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
，
　
　
　
節

曙
　
大
会
に
は
全
国
か
ら
約
二
万
四
千
名
の
高
校
生
が
参
加
し
、
二
十
六
種
目
に
わ
た
沖

P
っ
て
、
そ
の
力
と
技
を
競
い
ま
す
。
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大
会
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
県
内
の
各
市
町
が
何
ら
か
の
種
目
の
会
場
を
引
き
受
め

ル
け
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
x

噌
　
蔵
王
連
峰
汐
大
東
山
系
は
、
登
山
競
技
の
会
場
と
な
り
ま
す
の
で
、
登
山
競
技
、
耳

レ
大
会
の
概
要
や
準
備
状
況
等
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
，
　
　
　
　
　
．

噌
　
高
校
総
体
が
成
功
す
る
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
ズ

〈鞭ヌ惚糊、1糠）雑懲灘灘全
るものである 餅ゆ3つのK餅，liはれたもσ）て、二すもすし図ア実と高国
次4犠の塁象化です　　　　　夫碧を忘灸享鷺三籍高
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と
し
て
開
催
さ
れ
た
夏
季
大
会
か
ら
、

「
総
体
」
の
名
が
つ
け
ら
れ
ま
し
た
．

　
し
か
し
、
高
校
総
体
が
名
実
と
も
に

「
総
含
体
育
大
会
」
と
な
っ
た
の
は
、

昭
和
四
十
年
、
大
分
県
を
主
会
場
に
し

て
九
州
各
県
で
開
催
さ
れ
た
大
会
か
ら

で
し
た
．
こ
の
大
会
を
機
、
に
、
各
種
目

ご
と
に
全
国
各
地
に
分
散
し
て
い
た
会

場
が
一
ブ
ロ
，
ケ
に
集
め
ら
れ
、
大
会

期
間
も
八
月
上
旬
（
水
泳
は
中
旬
一
に

開
催
す
る
こ
と
が
定
着
し
、
今
日
に
至

っ
て
い
ま
す
。

　
　
年
に
、
ン
き
作
北
徴

　
　
清
と
熱
ア
つ
　
南
表

　
　
な
こ
情
る
び
を
を

直線は、何ものにも惑わされない真っすぐな

の直情径行の精神と進取の気追、形を作るこ

よる遵法精神、真紅は、もえたぎる若への情

三Kをとりまく見えない円は、無限に広がる

ピシャスな高い理想、また、三つのKの結ひ

は、けがれなき友情と、揺ぎない堅い団結を

る六角の六方形は、即ち、むつびあい、東西

上下をあらわし、世界へははたく雄飛の意を

したものてす

　
本
県
勢
の
登
山
競
技
に
お
け
る
成
績

は
次
の
と
お
り
で
す
、
、

　
4
6
年
〔
剣
山
）
気
仙
沼
高
校

　
52
年
（
恐
羅
漢
山
）

　
　
　
　
宮
城
第
三
女
子
高
校

　
5
6
年
へ
日
光
山
系
）
白
石
女
子
高
校

　
6
0
年
（
白
山
）
鼎
ヶ
浦
高
校

　
62
年
へ
羊
蹄
山
）
黒
川
高
校

　
こ
れ
ら
の
各
校
が
、
優
秀
校
と
し
て

表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
．
．
こ
の
よ
う
に

本
県
の
登
山
競
技
の
レ
ベ
ル
は
、
近
年

急
速
な
高
ま
り
を
み
せ
て
い
ま
す
の
で

宮
城
大
会
に
お
い
て
も
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
．
．

み
や
ぎ
蔵
王
実
行
委
員
会
の
設
立

　
平
成
元
年
五
月
二
十
二
日
、
来
年
度

に
ひ
か
え
た
宮
城
大
会
の
成
功
を
期
し

で
、
「
み
や
ぎ
蔵
王
実
行
委
員
会
」
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
、
．
本
委
員
会
は
、
二
市

三
町
が
協
力
し
て
大
会
の
準
備
、
運
営

に
あ
た
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
、

　
川
井
白
石
市
長
が
会
長
、
石
井
仙
台

市
長
、
安
藤
七
ヶ
宿
町
長
、
北
岡
蔵
王

町
長
、
大
浪
川
崎
町
長
が
副
会
長
と
な

り
、
高
校
生
た
ち
の
成
長
の
糧
と
な
る

ベ
ン
’
、
」
総
体
の
登
山
競
技
を
支
援
す
る
体

制
が
固
め
ら
れ
ま
し
た
、

　
華
ひ
ら
け

　
無
限
の
力

　
　
宮
城
の
夏
に
恥

　
こ
れ
は
、
宮
城
大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

で
す
－
来
年
八
月
、
全
国
の
高
校
生
の

若
い
力
と
情
熱
が
蔵
王
・
大
東
の
大
地

に
躍
動
し
ま
す
、
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近
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下
水
道

　
近
代
都
市
の
基
盤
は
、
公
共
下
水
道

の
整
備
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
，

当
市
に
お
い
て
も
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
近
代
都
市
の
基

盤
で
あ
る
下
水
道
整
備
に
努
め
て
き
ま

し
た
。
今
年
度
も
引
き
続
き
、
下
水
道

の
整
備
を
は
か
り
ま
す
。

廿

の
基
盤
づ
く
り

工
事
に
ご
協
力
を
！

　今

年
度
の
工
事
は
、
次
の
と
お
り
て

す
が
、
い
ず
れ
も
道
路
地
下
三
ー
四

メ
ー
ト
ル
に
埋
設
す
る
た
め
、
歩
行
者

の
安
全
と
沿
線
住
民
の
通
行
を
確
保
す

る
よ
う
配
慮
し
な
が
ら
工
事
を
進
め
ま

す
が
、
道
路
地
下
に
埋
設
す
る
と
い
う

特
殊
工
事
の
た
め
、
工
事
期
間
中
は
、

各
個
所
に
お
い
て
、
交
通
が
規
制
さ
れ

ま
す
の
f
、
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　な

お
、
下
水
道
工
事
に
つ
い
て
は
、

下
水
道
課
工
務
係
智
二
五
－
二
一
一
一
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内
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二
五
三
へ

フ校　9畠旨
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工事予定路線一覧
延　長

，080n・
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　　　　路　　　線　　　名

長袋下河原地内の一部

西堀地内の一部

新舘」也内の一剖二

沢目地内の一部

堂場前の一部

郡山宇観音崎地内の一部

延　長

21）Om

390m

21（lm

35m
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l4〔hll

　　　路　　　線　　　名

西益岡町～八幡町

国道113号線大畑～郡山橋附近

白石・田中線1中央公民館l

J　R横断（東北アツギ白石工場側1

外河原一柳河原

長袋上畑地内～陣場が丘

高
額
療
養
費

自
己
負
担
の
限
度
額
が

　
　
改
正
さ
れ
ま
し
た

　
入
院
等
イ
ー
、
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ

た
場
台
、
高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け

ら
れ
ま
す
が
、
そ
、
の
自
己
負
担
限
度
額

が
六
月
一
日
か
ら
次
の
と
お
り
改
正
さ

れ
ま
し
た
．
目
．

自
己
負
担

限
度
額

多
数
該
当

世
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　た

だ
し
、
（
　
）
内
は
、
市
民
税

　
非
課
税
世
帯
の
場
合

▼
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
叫
－
、
、
高

額
療
養
費
に
該
当
す
る
場
台
は
、
保
健

衛
生
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
に
必
要
な
も
の

　
・
印
鑑
、
保
険
証
、
領
収
書
、
口
座

　
番
号
（
世
帯
主
の
口
座
V

　お

問
い
合
わ
せ
は
、
白
石
市
保
健
衛

生
課
（
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）
二
五
－
二

一
一
＝
内
線
）
六
〇
四
へ
。
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市
の
財
政
や
事
業
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
二
回
「
市
の
財
政
状
況
」

を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
下
半
期
（
昨
年
十
月
一
日
か
ら

今
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
）
の
財
政
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

出

予算現額　111億9，059万9千円

支出済額　99億1，107万2千円

執行率　　　　　　88．6％

　　　　予　算　額

　　　　執行率％

曹量一
6，787万3千円（86．4％）

1億6，100万8千円（13．6％）

1億8，ア24万5千円（97．3％）

2億306万6千円（87．1％／

2億8，356万2千円（91．1％）

7億3，ア82万8千円（97．T％）

！　　9億897万2千円（7L5％1

10億5，096万4千円（100％）

β
12億105万ア千円（96、4％）

15億2，225万5千円（78．6％）

21億2，496万6千円（83．5％）

27億4，180万3千円（97．2％）

会

その他

災害復旧費

議会費

商工費

消防費

衛　生　費

農林水産業費

公　債　費

民　生　費

土　木　費

教育費

総務費

23456789101112131415161718192021222324252627
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（億1

昭和63年度特別会計の予算執行状況票、史耕，，月、、、日堀，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：壬

歳　出入歳

予算残額支出済額未収入額収入済額　　額　定調

予算現額会　計　別

336，0971，76δ，76］

1，385
馴　4

3
　
乳

O
O

ウ
一

らし311、837，8282．149，356i　2．104，δ58

41、ll　呂，2368，6378，δ18

1…司上受官建碍｛f鴇F夷i

　　　＿＿ 『T

4＿

簡易水道轄i

434・8171136・946－722・351 409・234

　　　　　　1　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十

28・789il』2◇641！839

7’U・牢。2・2271
L6　↓147・759

〔〕19，7111　552，37714，171。1，9841　δ95．314

　　　　　　　　　　　　　　　十

下水道事業 Ll31、585　57L763
　　　　　　←一

地　方　卸　売，　　　　　　　　　　　　　3u．4呂o 　30．1．レ64

市場事判　　　老尺f毎ミf建i1．梱，5磁，㎜

　　　　　　十　　　　　　　　　　　　　　　　　旨
　　　　　　　　　一　一

一」［

　　　　　　　　　　　し
　　　　　　l　　　l　一　　　計　　　　5．0邸，298 4，512，1、醐

厳
し
さ
続
く
市
の
財
政

4

市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
納
め
て
い
た

だ
く
市
税
は
、
市
の
財
政
運
営
の
中
心

と
な
っ
て
お
り
、
市
が
自
主
的
に
使
え

る
大
切
な
お
金
で
す
．
，
し
か
し
歳
入
金

体
に
占
め
る
割
台
は
二
十
七
バ
ー
セ
ン

ト
、
こ
れ
に
繰
フ
、
金
、
諸
収
入
、
財
産

収
入
な
ど
を
加
え
た
自
主
的
に
使
え
る

財
源
は
四
十
七
ベ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ま

せ
ん
二

　
一
方
、
国
か
ら
毎
年
交
付
さ
れ
る
地

般

63

年
度

下
半
期

その他
使用料及ひ

手数料

繰越 金

自動車取得税

地方譲与税

財産収入

諸収入

繰人金

市　 債

国・県
支出金

昭和63年度下半期自

地方交付税

市　　　税

2億3，268万8千円（98，6％1

1億1，607万9千円（100．2％〕

1億2，29ア万7千円（100％）

1億3，776万1千円（100％）

1億4，049万4千円（100％）

入

2億5，433万7千円（99．7％）

予算現額　111億9，059万9千円

収入済額　　96億9，373万5千円

執行率　　　　　　86．6％

額
　
％

算
率

予
鳳

5億9，088万円1102、6％〕

10億2千円（100％）

10億9，799万9千円（3．4％〕

15億5，523万7千円（70．1％）

28億9，926万ア千円（100％）

30億4，287万8千円（100．6％）

313（129282726252423222121）1918171615141312111098765432（億）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　昭和63年度一般会計歳出予算に　　　　は　、、i
　計上した主な事業及び事業費・・i・fl・・刊ID舌麺≡

方
交
付
税
は
、
二
十
へ
億
九
千
九
百
二

十
六
万
七
千
円
で
二
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
、

公
共
事
業
、
そ
の
他
国
や
県
か
ら
た
の

ま
れ
た
仕
事
に
対
す
る
国
・
県
支
出
金

が
、
十
五
億
五
千
五
百
二
十
三
万
七
千

円
で
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま

す
⊂　

つ
ま
り
、
市
の
歳
入
り
つ
ち
五
十
三

パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
五
十
へ
億
八
千

五
十
三
万
三
千
円
を
国
や
県
に
頼
っ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
．

ま
た
、
お
金
の
都
台
の
で
き
な
い
分

は
、
市
債
と
い
う
借
金
で
支
払
わ
な
け

れ
は
な
b
ま
せ
ん
．
こ
れ
が
十
億
九
千

七
百
九
十
九
万
九
千
円
て
す
．

当
市
が
今
後
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
、

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
に
m
字
校

施
設
や
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、
財
政
環
境
は
依
験
、
川
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
寸

市
で
は
経
費
の
節
減
を
は
か
る
一
方
、

市
の
借
金
で
あ
る
市
債
て
手
当
す
る
な

ど
苦
し
い
や
り
・
＼
り
に
よ
り
、
歳
出
に

見
合
っ
た
財
源
の
確
保
に
努
力
い
た
し

て
お
り
ま
す
．
、

事業費

587，457

　事業名

市道整備

事業費

666，771

15，001市民温泉ヴールボーリング166，086

95，753都市計画街路338，134

　事業名
仙南地域広域行政事務組合

負　　担　　金
一市二町組合負担金

補助金・出資金
特別会計繰出金

562，〔．9！2白石中学校建設53，580農村総　合整　備モ　デ　ル

」60，834復　　　1日97，584農　業　施　設　整　備

246、し139白石駅前駐車場用地取得26，696市　　　行　　造　　林

52．11）2新林業構造改善事業88，318

地籍調査
8L）．020土地区画整理事業62，335水田農業確立対策

2SO，797公営住宅建設225，000

96，365

白石川緑地
25，902

異常気象災害対策融資預託金

蓄産経営環境整備
負　　 担　　 金

∫



ク
ラ
ス
紹
介
⑭
斎
川
小

ド
ちへ

私
た
ち
の
ク
ラ
ス

　
斎
川
小
学
校
の
六
年
生
は
、
男
が
八

名
、
女
が
十
三
名
の
一
ケ
ラ
ス
で
す
。

　
女
の
人
数
が
多
い
か
ら
か
わ
か
ら
な

い
け
ど
、
男
よ
り
女
の
方
が
強
く
、
そ

の
証
こ
に
、
着
が
え
の
と
き
に
は
、
男

が
ろ
う
か
に
追
い
出
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
体
育
の
時
間
に
男
女
対
抗
で
リ

レ
ー
を
す
る
と
必
ず
女
が
勝
ち
ま
す
，

　
で
も
、
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
は
男
が
勝
ち

ま
す
，

　
そ
う
じ
の
と
き
に
は
、
ふ
く
入
と
は

く
人
に
分
か
れ
ま
す
が
、
み
ん
な
ふ
く

方
が
好
き
み
た
い
で
す
、
な
ぜ
か
と
い

う
と
、
ふ
く
の
が
早
！
＼
ゴ
ミ
を
は
く

の
が
た
い
へ
ん
だ
か
ら
で
す
。

1、
．
て

つ

嬉
＃

鋭A疹歴：」、じ

　　　　痔Tl．塾滋勤『1

幽
謡
▽

　
　
　
尋

　
　
　
　
　
　
ξ
の
，

輩
、
韓

　璋
魁覧

六
年
遠
藤
久
美

　
で
も
、
み
ん
な
よ
く
気
が
つ
き
、
と

っ
て
も
や
さ
し
い
で
す
。
ガ
ラ
ス
を
割

っ
た
と
き
も
、
バ
ケ
ツ
の
水
を
こ
ぽ
し

た
と
き
も
、
ひ
や
か
し
た
り
し
な
い
で
、

す
ぐ
に
チ
リ
ト
U
や
ぞ
う
き
ん
を
持
っ

て
き
て
そ
ろ
し
を
し
ま
す
＝

　
担
任
の
先
生
は
、
篠
木
達
也
先
生
で

す
。
お
も
し
ろ
い
お
話
し
を
し
て
く
れ

た
り
し
ま
す
、
．

　
は
じ
め
て
斎
川
小
学
校
に
来
る
と
き

先
生
の
顔
を
見
た
友
達
が
私
に
「
こ
ん

ど
く
る
先
生
、
フ
ラ
ン
ケ
ン
み
た
い
な

顔
の
先
生
だ
よ
一
と
言
い
ま
し
た
．
私

は
「
エ
エ
リ
ー
！
」
と
言
っ
た
ら
「
う

ん
、
す
ご
，
、
、
似
て
い
る
」
と
言
い
ま
し

た
、
そ
の
先
生
が
来
ま
し
た
．
、
瀕
を
見

ま
し
た
．
、
そ
、
し
た
ら
ほ
ん
と
う
に
似
て

い
ま
し
た
、
．
て
も
、
と
で
、
も
お
も
し
ろ

い
先
生
で
す
．
、

　
私
た
ち
の
ケ
ラ
ス
に
は
、
お
も
し
ろ

い
ニ
ッ
ケ
ネ
ー
ム
の
つ
い
て
い
る
べ
か

た
く
さ
ん
い
ま
す
．
．

　
た
と
、
え
ば
「
ほ
っ
つ
」
「
あ
っ
き
ょ
」

「
あ
ん
ち
ゃ
ん
」
「
め
が
ね
」
「
き
ゅ

ん
」
な
ど
で
す
．
．
ど
ん
な
ふ
う
に
し
て

つ
け
ら
、
れ
た
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
．
．

　
お
も
し
ろ
い
尺
な
ど
い
ろ
ん
な
へ
が

い
る
の
で
、
そ
、
ろ
じ
も
楽
し
く
で
き
ま

す
．
、
こ
の
よ
う
に
、
み
ん
な
親
切
で
明

る
！
＼
と
っ
て
も
楽
し
い
ケ
ラ
ス
で
す
．
、

～レい皿嘉
㍊
羅
縞
雛
鄭

～藩
が
琵
．
、
、
れ
た
レ
、
い
う
こ
と
が
大
き

』
く
報
道
さ
れ
た
。
そ
れ
を
発
見
し
た
の

　
が
、
私
だ
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る

ー
が
、
そ
の
経
過
を
記
し
て
み
た
い
、

皿
昔
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
會
時

　
代
初
め
に
か
け
て
白
石
を
領
し
た
と
い

　
わ
れ
て
い
る
刈
田
白
石
氏
の
末
商
、
白

へ
石
宗
靖
さ
ん
が
、
白
石
城
復
元
の
基
金

、
噺
に
丁
リ
○
万
円
を
寄
贈
し
た
い
と
い
う

一
皿
申
し
出
が
あ
っ
た
．
、
白
石
氏
の
末
高
が
、

｝
な
マ
な
お
家
系
を
伝
、
え
て
東
京
に
お
い
て

『　
に
な
る
。
し
か
も
、
先
日
、
多
額
の
寄

　
　
　
　
　
　
　
チ

～
付
を
、
い
た
だ
い
た
秣
セ
コ
ム
に
勤
め
て

ヌ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
た
い
へ
ん

へ
歴
史
的
な
縁
を
感
し
さ
せ
ら
れ
た
　
そ

～
～
の
う
ち
に
、
ふ
と
仙
台
一
番
町
に
あ
る

伊
達
藩
主
接
待
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
覚
え
書
に
よ
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
長
　
川
　
井
　
貞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F

軌、

驚▽■■

　ム

駄

階

ギ
ャ
ラ
リ
i
大
林
に
、
白
石
さ
ん
の
先

祖
で
あ
る
白
石
若
狭
守
の
短
冊
か
あ
っ

た
の
を
想
い
出
し
た
．
．

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
大
林
の
ご
主
な
、
大
林

昭
雄
さ
ん
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
っ
た
の

は
、
白
石
市
史
編
纂
委
員
で
あ
っ
た
故

菅
野
新
一
先
生
で
あ
る
．
．
確
か
、
昭
和

五
十
六
年
頃
だ
と
記
憶
し
て
い
る
が
、

キ
ャ
ラ
リ
ー
大
林
で
、
「
三
洋
展
」
が

開
か
れ
た
。
つ
ま
り
、
仙
台
藩
の
四
大

画
家
の
筆
頭
に
位
置
付
け
ら
れ
る
東
東

洋
，
そ
の
弟
子
で
あ
り
、
白
石
の
出
身

で
片
倉
家
に
仕
え
た
川
村
春
洋
．
．
そ
の

弟
子
で
、
白
石
城
絵
図
の
作
者
で
あ
っ

た
小
閏
雲
洋
。
こ
の
三
へ
の
展
示
会
で

あ
る

そ
れ
を
菅
野
先
生
レ
ニ
緒
に
見

に
行
っ
た
の
が
、
大
林
さ
ん
と
の
付
き

合
い
の
始
ま
り
で
あ
る

、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

大
林
に
は
、
小
岩
庄
一
先
生
、
亡
く
な

ら
れ
た
風
間
観
静
先
生
な
ど
郷
土
史
家

の
方
々
も
よ
く
お
い
て
に
な
っ
て
い
た
．

　
そ
こ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
古
文
書
等
を

見
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
う
ち
に
、
白
石

若
狭
守
の
領
冊
を
見
た
の
だ
か
、
当
時

は
あ
ま
り
興
味
が
な
く
、
記
憶
に
と
ど

め
て
お
く
程
度
だ
っ
た
，

　
そ
の
短
冊
を
末
高
て
あ
る
白
石
宗
靖

さ
人
に
お
上
げ
し
た
ら
、
さ
そ
か
し
お

士
暑
ひ
に
な
る
だ
ろ
ろ
と
思
っ
で
、
、
六
月

四
日
の
日
賑
日
、
所
用
て
出
掛
け
た
つ

い
f
、
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
大
林
に
寄
り
、
　
一

緒
に
古
文
書
類
を
探
し
た
が
、
白
石
若

狭
守
の
短
冊
は
見
つ
か
ら
ず
、
ふ
と
見

つ
け
た
の
が
今
回
の
覚
え
書
で
あ
っ
た
、
．

　
当
初
は
、
文
政
と
い
ろ
時
代
の
片
倉

小
十
郎
ペ
ー
、
あ
れ
ば
宗
景
で
あ
ろ
う
、
片

會
家
で
は
、
初
代
小
十
郎
景
綱
、
二
代

重
長
に
次
ぐ
名
君
だ
と
い
う
こ
と
は
知

っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
道
中
日
誌
で
は

な
い
か
と
考
え
た
が
、
帰
っ
て
き
て
小

岩
先
生
に
見
て
い
た
だ
い
た
ら
、
実
は
、

伊
達
藩
主
接
待
の
覚
え
書
で
、
白
石
に

と
っ
で
、
は
非
常
に
貴
重
な
、
興
味
あ
る

資
料
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
・

そ
の
旨
を
大
林
さ
ん
に
連
絡
し
た
ら
、

市
に
寄
贈
し
ま
し
ょ
う
と
い
ろ
こ
と
に

な
っ
た
の
て
あ
る
．
．

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
文
字
は
読
め
で
、
も

内
容
に
は
分
か
ら
な
い
点
が
多
い
－
そ

こ
で
、
白
石
城
復
元
検
討
委
員
会
の
先

生
方
を
通
し
て
専
門
家
に
教
え
て
い
た

だ
き
、
そ
の
全
容
を
明
ら
か
に
で
き
れ

は
、
こ
の
資
科
を
も
と
に
し
て
、
藩
主

出
迎
え
の
儀
式
と
か
、
あ
る
い
は
、
当

時
の
料
理
の
一
部
を
再
現
し
て
試
食
す

る
な
ど
と
い
う
で
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

こ
と
も
で
き
る
二
こ
れ
ら
が
、
新
し
い

ま
ち
お
こ
し
運
動
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。

　
大
林
さ
ん
の
手
元
に
は
、
片
倉
家
に

関
係
す
る
資
料
が
数
多
く
あ
る
，
現
在

未
整
理
で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
は
、
今

度
の
覚
え
書
以
上
の
貴
重
な
資
料
も
あ

る
と
予
想
さ
れ
る
こ
大
い
に
期
侍
し
で
、

お
る
と
こ
ろ
で
あ
る
、

9

6

七
月
二
十
三
日
は

第
十
五
回
参
議
院
議
員

　
　
　
通
常
選
挙
投
票
日
で
す

　
国
政
の
未
来
を
託
す
　
こ
の
選
挙

　
七
月
九
日
、
任
期
満
了
に
伴
う
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
七
月
五
日
公
示
さ

れ
、
投
票
日
は
七
月
二
十
三
日
に
決
ま
り
ま
し
た
．

　
棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
み
ん
な
で
き
れ
い
な
選
挙
を
行
な
い
、
大
切
な
一
票

を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
使
用
す
る
選
挙
人
名
簿
は
、
七

月
四
日
現
在
調
整
の
名
簿
で
、
こ
の
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
の
要
件
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

○
年
齢
要
件

　
日
本
国
民
で
昭
和
四
十
四
年
七
月
二

　
十
四
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

○
住
所
要
件

　
①
平
成
元
年
四
月
四
日
ま
で
に
転
入

　
　
届
を
し
、
引
き
続
き
居
住
し
て
い

　
　
る
方

　
②
白
石
市
内
か
ら
転
出
し
て
四
か
月

　
　
を
経
過
し
て
い
な
い
方

　
ま
た
、
六
月
二
十
日
以
降
に
転
居

（
市
内
）
さ
れ
た
方
は
、
転
居
前
の
投

票
所
で
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

投
票
時
間

　
七
月
二
十
三
日
午
前
七
時
か
ら
午

後
六
時
ま
で
で
す
が
、
福
岡
第
六
、

第
七
、
第
八
及
び
小
原
第
六
投
票
所

は
午
後
四
時
ま
で
、
福
岡
第
二
、
第

十
及
び
、
小
原
第
一
投
票
所
は
午
後

五
時
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
繰
り
王
げ
と
な

り
ま
す
，

入
場
券

　
郵
便
に
よ
り
お
届
け
し
ま
す
。
一

枚
の
ハ
ガ
キ
に
二
名
連
記
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
切
り
離
し
て
お
持
ち

く
だ
y
e
い
こ

　
な
お
、
入
場
券
を
な
く
し
た
り
、

し
ま
い
忘
れ
た
り
し
た
と
き
は
、
投

票
所
の
受
付
け
に
申
し
出
て
く
だ
さ

不
在
者
投
票

　
投
票
は
、
投
票
所
で
当
日
投
票
す

る
の
が
原
則
で
す
が
、
当
日
投
票
所

に
行
け
な
い
方
の
た
め
に
、
不
在
者

投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

不
在
者
投
票
の
で
き
る
事
由

①
投
票
日
に
投
票
区
の
区
域
外
で
職

　
務
ま
た
は
、
業
務
に
従
事
す
る
場

　
合

②
や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た
は
、
事

　
故
の
た
め
市
外
に
出
か
け
る
場
合

③
疾
病
、
負
傷
、
妊
娠
等
に
よ
り
選

　
　
挙
当
日
歩
行
が
著
し
く
困
難
で
あ

　
　
る
と
予
想
さ
れ
る
場
台

　
以
上
の
事
由
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、

次
の
期
間
に
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

・
期
間
　
七
月
五
日
昧

　
　
　
　
　
～
七
月
二
十
二
日
土

・
時
間
　
午
前
八
時
三
十
分

　
　
　
　
　
　
～
午
後
五
時

・
場
所
　
市
役
所
西
側
健
康
セ
ン
ヶ
ー

　
　
　
内
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

・
入
場
券
・
印
鑑
を
持
参
し
て
下
さ
い
．

投
票

　
今
回
の
投
票
は
、
選
挙
区
選
挙
と
比

例
代
表
の
二
通
り
の
投
票
が
あ
り
選
挙

区
選
挙
の
投
票
は
、
立
候
補
者
の
個
入

名
を
記
載
し
、
比
例
代
表
選
挙
の
投
票

は
、
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
の
名
称

ま
た
は
、
略
称
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い

参議院議員通常選挙投票記載例

選挙区　　比例代表
投票用組・黄色　　　　投票用紙・白色

候儲畦　　f垂ノ、癖「ヤ5，嚇

　個　　　　整そ政
　人　　　　箇の党
　名　　　砦他名

開
票

　
開
票
は
、
七
月
二
十
三
日
凹
午
後
七

時
三
十
分
か
ら
白
石
市
民
体
育
館
大

ホ
ー
ル
に
お
い
て
行
い
ま
す
、

　
白
石
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
白
石
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

市
街
地
で
の

　
　
S
F
商
法

　
商
店
街
を
歩
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
突

然
男
性
に
声
を
か
け
ら
れ
「
こ
れ
を
持

っ
て
行
く
と
日
用
品
が
も
ら
、
凡
る
」
と

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
渡
さ
れ
た
、

　
指
定
さ
れ
た
場
所
に
行
く
と
抽
せ
ん

券
を
渡
さ
れ
、
室
内
に
入
れ
ら
れ
た
。

そ
こ
に
は
、
縫
い
ぐ
る
み
や
日
用
品
が

並
べ
ら
れ
、
十
五
入
程
が
集
め
ら
れ
で
、

お
り
、
販
売
員
ら
し
い
入
も
数
尺
い
た
。

　
販
売
員
の
質
問
に
答
え
る
と
、
コ
ワ

プ
や
洗
剤
等
が
次
々
と
渡
さ
れ
、
最
後

に
布
団
セ
ッ
ト
が
出
さ
れ
「
綿
の
布
団

は
ゼ
ン
ソ
ケ
の
原
因
に
な
る
が
、
羽
毛

布
団
は
体
に
と
て
も
良
い
、
ま
た
、
イ

オ
ン
マ
ッ
ト
か
ら
で
オ
ン
が
発
散
さ
れ

肩
こ
り
、
腰
痛
が
良
く
な
る
」
な
ど
と

効
能
効
果
を
強
調
し
た
説
明
を
さ
れ
た
．
、

肩
こ
り
の
持
病
が
良
く
な
れ
ば
と
、
f

オ
ン
マ
ッ
ト
を
買
お
ろ
と
し
た
が
、
セ

ッ
ト
で
な
け
れ
ば
売
れ
な
い
と
い
わ
れ
、

仕
方
な
く
二
十
九
万
へ
千
円
で
購
λ
契

約
を
し
た
、

　
し
か
し
、
帰
宅
し
冷
静
に
考
え
て
み

た
ら
、
そ
の
場
の
雰
囲
気
に
の
ま
れ
、

高
額
な
買
い
物
を
し
て
し
ま
っ
た
と
後

悔
し
た
。
契
約
を
解
除
し
た
い
が
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か
…
、

　
こ
の
よ
う
な
商
法
は
S
F
商
法
（
催

眠
商
法
）
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
景
品

を
エ
サ
に
人
を
集
め
、
興
奮
し
た
人
々

の
集
団
心
理
を
利
用
し
て
健
康
器
具
や

に
こ
用
心

羽
毛
布
団
な
ど
高
額
の
商
品
を
販
売
し

ま
す
、

　
S
F
商
法
も
訪
問
販
売
法
の
規
制
を

受
け
る
の
で
、
契
約
解
除
の
手
続
き
は
、

ヶ
！
リ
ン
ゲ
オ
噌
，
制
度
へ
契
約
日
を
含

め
て
八
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
無
条
件
で

契
約
を
解
除
で
き
る
制
度
）
に
よ
り
、

簡
易
書
留
ハ
ガ
キ
で
業
者
に
解
除
通
知

を
出
す
こ
と
で
す
．
．

　
見
知
ら
ぬ
尺
に
、
品
物
を
ダ
ダ
で
あ

げ
る
と
呼
び
止
め
ら
れ
て
も
、
欲
を
出

さ
ず
に
、
き
っ
ぱ
り
と
断
わ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
消
費
生
活
に
つ
い
て
の
相
談
は
、
市

民
課
消
費
相
談
室
奮
二
五
－
二
一
一
一

へ
内
線
）
一
三
八
へ
。

　「⑧い！はい！」と
　　雰囲気にのまれて手をあげて
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む

　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
｝
影
ト
繊
．
　

　
　
　
　
、
藤

　
　
　
　
　
噸
畔
皿
｝
塀
壷
．
’

　
　
　
　
．
p
副

　
　
　
　
ノ
ら
　
の
ロ

　
　
ユ

き
茎
　
簸
，
，
　
戴
羅

、
照
轟
…
．

　
　
　
ぼ
ぎ

蒲
鱗
譲
［
謹
欝
、
　

　
　
蜷
，

　
　
．
f
．

　
「
葺

　
い

〔
、
薩
麟
、
識

　
　
［
、

　
　
　
譲

　
　
　
　
　
～
　
、
、

　
　
　
　
　
「
詳
．
襲

　
轟
、
．

．
馨

、
、

　
白
石
駅
前
の
環
境
整
備
と
商
店
街
の

舌
性
化
の
た
め
、
日
本
国
有
鉄
道
清
算

事
業
団
か
ら
取
得
し
た
貸
物
ヤ
ー
ト
跡

地
に
自
動
車
等
の
駐
車
場
を
設
置
す
る

た
め
の
工
事
に
着
手
い
た
し
ま
し
た

　
な
お
、
判
金
は
次
の
と
お
り
で
す

国
民
年
金

q
翠

白石駅前駐車場料金一覧

穿五　
「」杢　

一
種　　

「

！
ノ

一

区
一

　
皿

1周自星Hl［、多磁
　　　　　　1

　 　i

　　　　　　i自動一1『1台l

ll，i、璽，屏残．1
」Il、1、∫，、1、＋

ll者r，，t引Itll賊、II台h
l　 l

　　　　　　I目Ii鵬！、lll
　fiI

　
駅
前
駐
車
場
は
、
通
勤
痔
並
ぴ
に
商

、

店
街
に
お
け
る
買
物
吝
の
利
便
の
た
め

に
設
置
す
る
も
の
で
、
中
庫
と
し
て
利

用
す
る
下
一
ヒ
は
で
、
き
ま
せ
人

　
へ
目
．
日
か
ら
、
市
商
工
観
光
課
と

、．

藺
．
ー
　
眠
所
に
お
い
で
、
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す

　自

動
車
の
定
期
利
用
台
数
け
五
卜
台

f
、
す
　
先
首
順
に
受
け
付
け
ま
寸
の
て

印
鑑
亭
、
捗
、
参
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く

た
ン
、
・
い

　
詳
し
，
＼
は
、
商
工
歓
t
課
智
二
．
五
－

、
一
コ
丁
内
線
壬
＝
】
へ

加
算
額
の
対
象
者
に

　
異
動
か
あ
っ
た
と
き
は

　
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
　
二

受
け
て
い
る
人
に
．
十
・
へ
機
未
満
の
．
†

ど
も
ハ
又
は
、
二
十
曳
仁
満
て
．
巌
ノ
、

は
、
二
級
の
障
害
の
あ
る
子
と
も
・
か

あ
る
場
合
は
、
基
本
年
亀
額
に
加
鱒
額

か
つ
い
て
い
ま
す
．
㌧

　
多
、
の
子
ど
も
が
結
婚
し
ヘ
一
“
、
他
の

人
の
養
子
に
な
っ
た
り
し
た
ヒ
き
》
は

加
算
額
が
つ
か
な
く
な
り
ま
す
の
’
■
、
・
、

「
加
算
額
・
加
給
年
金
顔
対
象
畜
不
詑

当
届
」
を
出
さ
な
け
れ
ば
’
、
暦
り
ま
せ
ん

　そ

の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す
と
、
余

分
に
支
払
わ
れ
た
加
算
額
を
あ
と
、
な
返

す
よ
う
に
な
り
、
大
変
な
負
担
に
な
り

ま
す
の
千
、
い
．
圧
意
し
で
、
下
さ
い

障害基礎年金受給者の例

　　　　　　　　　　　　↓

）麟澁卯黙」一二亜劃

ふた

つ
以
ヒ
の
年
金
を
受
け
ら
れ
る

　
　
　
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
？

受
け
ら
れ
る
年
金
は
一
，
ひ
と
b
、
ひ

と
つ
の
年
金
↑
が
原
則
て
す
．
ひ
と
り

一
’
、
・
？
．
」
．
つ
以
上
ゐ
㍉
チ
、
　
ρ
．
へ
け
ら
れ
る

よ
う
．
ア
』
啓
ナ
．
汐
、
τ
～
「
－
け
、
し
F
．
ら
．
ら
か
の

　
す
り
支
払
い
か
停
止
き
れ
と
．
り
、
威

静
ン
ご
れ
（
「
”

一
ー
、
ま
す

　
必
要
な
届
出
亭
一
晶
曽
す
、
・
賃
．
り
以
卜

b
　
　
を
’
｛
ア
疋
、
け
’
㌔
－
匹
v
る
と
、
／
、
声
ゲ
に
－
フ
、

払
わ
れ
た
か
を
あ
と
一
’
、
返
ン
ご
な
け
れ
ぱ

’
．
苧

y
、
タ
．
’
．
よ
ら
ま
す
　
ふ
・
－
．
、
〕
6
以
」
の

年
⊥
　
▽
、
け
∴
れ
る
よ
ら
に
5
、
軍
う
（
．
上

・
．
一
こ
ば
、
す
み
や
か
に
届
出
L
ま
し
ょ
う

※
年
／
、
｝
ツ
，
稗
類
に
レ
・
ゑ
r
‘
、
、
び
と
り
’
■
㌧

、
．
ゴ
、
』
つ
以
ー
ゐ
』
中
卜
二
と
’
，
β
．
㌔
け
ら
わ
る
場

ノ
ド
ワ
も
．
あ
詠
ま
す

国

戻
年
金
の
保
険
料
は

　
　
　
　
　
納
め
ま
し
た
．
か

　
国
民
年
・
、
並
に
加
入
し
で
、
い
る
ノ
、
け
、

保
険
判
を
納
、
卸
な
け
れ
は
な
“
ま
せ
＾
．

国
民
年
⊥
　
什
険
料
は
、
税
金
と
同
じ

よ
う
に
国
足
の
義
務
レ
「
・
．
一
－
、
納
め
、
天
い

か
な
け
れ
レ
㌘
、
歴
h
な

，
、
も
の
．
て
す
　
ポ

で
、
に
納
臼
通
珀
書
を
配
布
し
で
、
あ
「
り
ま

す
の
で
．
、
オ
，
よ
り
｛
釘
行
や
農
協
等
’
『
、
」

忘
れ
す
．

h
耐
め
ま
し
ょ
う

　
一
愚
長
ん
辛
｝
一
血
．
、
隠
　
測
ヌ
、
着
全
員
て
ラ
、
ヨ

上
う
無
金
制
度
て
す

・
魚
　
　
片
瓦
申
や
円
　
寺
ゐ
た
め
、
納

め
る
．
の
が
困
吐
け
鴨
し
あ
る
場
・
、
・
は

日
石
市
市
民
課
国
民
年
・
、
t
係
！
、
二
相
，
、
献

、
た
さ
い
　
寧
．
五
⊥
…
＝
内
線
》
』
一
．
七

8

サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査

　
事
業
所
統
計
調
査
に

　
　
　
こ
協
力
く
だ
さ
い

　
総
務
庁
で
、
は
、
七
月
一
日
現
在
て
、

号
i
ピ
ス
業
基
本
調
査
と
、
事
業
所
統

計
調
査
（
変
動
状
況
に
閨
す
る
調
査
）

を
実
施
し
ま
す
，

、
サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
は
、
号
ー
ビ

ス
業
事
業
所
の
事
業
活
動
の
実
態
を
調

査
し
、
産
業
、
従
業
者
規
模
別
等
の
分

布
状
況
と
活
動
の
実
態
を
明
ら
か
に
し

ま
す
．
，
．

　
ま
」
、
／
1
、
事
業
所
統
計
調
査
は
、
事
業

所
の
新
設
・
廃
業
等
の
異
動
状
況
を
調

査
し
、
事
業
所
の
変
動
状
況
を
明
ら
か

に
し
ま
す
．
．

　
調
査
員
が
事
業
所
を
訪
問
し
、
調
査

票
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
の
f
、
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
．
．

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
秘
書
企
画
課
統

計
係
宣
一
五
－
三
二
（
内
線
）
…
一
尺
二

瞳
蕊
．
、
鯉
辮

　
公
平
・
中
立
・
簡
素

　
消
費
税
は
、
公
平
・
中
立
・
簡
素
を

基
本
理
念
と
し
た
税
制
改
革
に
よ
コ
ー
、

生
ま
れ
た
新
税
て
す
、

　
二
十
｝
世
紀
を
展
望
し
、
豊
か
な
経

済
社
会
を
築
く
共
通
の
費
用
の
負
担
を

消
費
に
広
く
薄
く
、
公
平
に
求
め
る
税
金

で
す
，

　
　
　
　
　
1
税
の
一
ロ
メ
モ
i

白
石
郵
便
局
か
ら
お
知
ら
せ
・

　
郵
便
局
1
、
」
は
「
白
石
城
絵
図
」
と
称

し
た
62
円
切
手
シ
…
ト
を
発
売
し
で
．
い

ま
す
．
．

　
表
に
は
、
白
石
城
の
絵
〔
写
真
一
が

描
か
れ
、
内
側
に
は
市
章
の
い
わ
れ
や

白
石
の
略
図
、
裏
に
は
白
石
の
簡
単
な

紹
介
が
印
刷
さ
れ
で
、
い
ま
す
．

　
．
ブ
レ
ゼ
ン
ト
等
に
ご
利
甲
下
さ
い

　
　
ノ
　
　
　
　
　
璽

　
、
1
フ
　
弛
竺

　
想
灘
羅
　
洲

慕
．
簗
蟻
薫

　
離
　
触
．
ー
　
ー
撮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
　
　
　
　
　
鳥
』
ひ
轟
蕊

雛鰻縫
　　、繍

4
ユ

食
中
由
母
を

　
　
　
　
お
こ
さ
な
い
た
め
に

　
・
良
中
毒
の
発
牛
し
や
す
い
時
期
に
な

り
ま
し
’
．
」
．
、
例
年
、
営
業
施
設
か
原
因

．

て
発
生
す
る
以
外
に
、
家
庭
で
、
の
発
生

も
見
受
け
ら
れ
ま
す

　
昨
年
度
の
県
内
に
お
け
る
食
中
毒
は

十
四
件
〔
発
病
者
四
〇
七
名
｝
茅
、
り
つ

ち
．
五
件
は
、
魚
介
煩
を
原
因
食
品
と
し

た
「
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
菌
」
に
よ
る
も
の

f
、
し
た

　
「
腸
炎
ヒ
フ
リ
オ
菌
」
に
よ
る
食
中

毒
を
防
止
す
る
た
一
め
、
次
の
．
〕
と
に
注

意
し
ま
し
ょ
う

食
品
衛
生
の
三
原
則

－
清
　
潔

　
・
調
理
の
剛
に
手
を
洗
ろ

　
・
台
所
・
店
舗
の
清
掃
を
す
る

　
．
ま
な
板
・
包
．
1
・
ふ
き
ん
等
の
洗

　
浄
消
毒
を
す
ワ
、
勺

2
迅
　
速

　
。
手
際
よ
く
調
理
寸
る

　
・
調
理
し
』
．
－
曽
食
品
は
て
き
る
だ
け
早

　
！
、
食
べ
る

　
・
生
食
す
る
魚
は
、
調
理
の
前
に
貞
ハ

　
水
て
十
分
に
あ
ら
う

3
冷
却
と
加
熱

　
・
加
熱
す
る
食
品
は
十
分
熱
を
と
お

　
す

　
・
食
品
は
5
度
C
以
下
で
保
存
し
ま

　
し
ょ
う

ま
た
、
冷
蔵
庫
の
扉
の

　
開
閉
は
速
や
か
に
行
い
、
庫
内
の

温
度
が
ナ
、
き
！
、
変
化
し
な
い
よ
・
つ

に
注
意
し
ま
し
ょ
へ
、

ま
な
板
の
衛
生
管
理

　
ま
な
板
は
、
ど
こ
の
家
庭
イ
ー
、
も
使
わ

な
い
日
は
な
い
と
い
っ
て
も
よ
い
．
．
多
、

れ
だ
け
に
清
コ
」
が
求
め
ら
れ
ま
す
．
．

　
ま
な
板
を
使
う
場
合
は
、
必
ず
水
て

渉
．
繭
ら
、
す
か
、
濡
れ
た
ふ
き
ん
て
ふ
い
イ
、

湿
ら
せ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
、
だ
さ

い
．
、
乾
い
た
「
ま
な
い
た
一
」
で
魚
な
ど

の
調
理
を
す
る
と
ま
な
板
に
魚
な
ど
の

に
お
い
が
つ
い
た
り
、
逆
に
ま
な
板
の

に
お
い
が
つ
い
た
り
し
ま
す
、

　
特
に
、
魚
を
調
理
し
た
ば
か
り
の
ま

な
板
を
お
旧
．
例
て
洗
う
レ
｝
、
生
臭
み
か
残

り
ま
す
か
ら
い
．
在
意
し
ま
し
ょ
ろ
．
．

　
使
い
終
っ
た
ま
な
板
は
、
水
を
流
し

な
が
ら
洗
い
ま
す
．
、
に
お
い
を
し
み
込

ま
せ
な
い
た
め
に
は
、
塩
を
振
り
か
け

て
ダ
ワ
シ
で
こ
す
り
、
水
洗
い
し
て
か

ら
日
光
で
乾
燥
さ
せ
ま
す
．
、

　
い
く
ら
洗
っ
で
、
も
に
お
い
が
残
る
場

合
は
、
ダ
ワ
シ
に
重
曹
を
直
接
つ
け
で
、

ゴ
シ
ゴ
シ
こ
す
り
、
水
流
い
し
ま
す
．

　ま

な
板
の
殺
菌
消
毒
は
、
台
所
用
漂

白
剤
を
三
十
倍
ぐ
ら
い
に
薄
め
た
液
に

一
晩
つ
け
て
お
き
ま
す
．

　ま

な
板
や
ふ
き
ん
は
、
こ
ま
め
に
殺

菌
消
毒
を
し
ま
し
ょ
う
、
，
．

イ　ズ　バ　パ　ヌ　ズ　ザ　ズ　ド　ズ　ズ　ゴ　ズ　ズ　メ　ズ　ポ　メ　ゴ　ド　パ　ズ　ズ　ヂ　ザ　ルロ　ルメ　エスコ　ル　　ンドよ　コパ　ヱぼリバ　ン　ロ ズ　ス　ルバ　ドや

1　第3回みやぎ蔵王高原マラソン大会　1
ベ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ1　　と　き　9月15日　（小lll決行1　　　　　　　　以下・49歳以下・50歳以11　　　参加料　　　　　　　　　　　　　　h

予　　ところ　国・乞r臓王肖少年野宮場地内他　　　20km　一般り3・39歳以卜・40歳以上　　　小中学生5（IO円・高校生7t叫ll一般　峯

さ　種目　　　　　　　　 一・般女〔年齢制限なし1　　1，200円・親 1’・ペア1，211（IIIl・へ，し賊

5　　3km　小学男女・親了・ペア・中字女　　　ヘルスパイオニアコース　約5km　　　スノ“オニアコース700円

15km中糊D一・般敷・2旺ll馴　　6・馴 L・順f脚’　　〒989一・21≡1飾メ・手lu』播賜ヤ
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本
番
さ
な
が
ら

　
　
　
　
　
六
・
嘲
二

　
「
県
民
防
災
の
日
」
に
あ
た
る
六
月

十
二
日
、
宮
城
県
沖
を
震
源
と
す
る
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
五
と
推
定
さ
れ
る

大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
、
市
内
各
地

に
お
い
て
大
き
な
被
害
を
受
け
た
と
い

う
想
定
で
、
白
石
市
総
合
防
災
訓
練
が

旭
町
地
区
に
お
い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
．
、

　
訓
練
に
は
、
消
防
署
、
消
防
団
、
白

石
警
察
署
、
旭
町
・
大
鷹
沢
第
一
自
治

会
、
白
石
蔵
王
駅
・
白
石
蔵
王
パ
レ
ス

ホ
テ
ル
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、
交
通
指

導
隊
な
ど
各
団
体
が
参
加
し
、
避
難
訓

■
■
■
「

　　　　ノ

　　轡

諭拶

勿
総
合
防
災
訓
練

練
、
救
出
救
護
訓
練
、
交
通
規
制
訓
練
、

炊
き
出
し
訓
練
な
ど
が
真
剣
に
行
わ
れ

ま
し
た
，

　
ま
た
、
公
共
施
設
復
旧
訓
練
に
は
、

N
T
T
白
石
営
業
所
、
東
北
電
力
白
石

営
業
所
、
水
道
事
業
所
、
白
石
管
工
事

業
組
合
、
白
石
市
農
協
分
3
等
が

参
加
し
、
電
話
・
電
気
・
水
道
・
カ
ス

等
公
共
施
設
の
復
旧
に
あ
た
り
ま
し
た

　
最
後
に
、
災
害
対
策
本
部
長
で
あ
る

市
長
の
講
評
が
あ
り
訓
練
を
無
事
終
了

い
た
し
ま
し
た
、

，
ー
コ
，
盟
『
喉
「
｛
欝
．

　
麟
　
㌧
竃
“

　
　

』
～
・
、
4
甜

　
　
　
　
　
　
誘
　
、
嚇
舵

　
　
　
　
　
　
　
　
閣

　
　
　
　
　
　
」
，
げ
　
　
ン
　
　
乱
　
q

　
　
　
　
　
　
　
猷
．
繋
，
瞬

　
　
　
　
　
　
　
　
職

　
　
　
　
　
　
　
　
》
〆
論
　
　
避

趣
観

・
無

、
一
、

餐
卜

、

鴻
樋

　
　
磨
奪

盤

一騨蟹欄■■■国■学署差呉矛車岩）宍躯1量

覧
．
．
葱

キ
煽懸　

薦
，

訣

財
ア

　
　
鬼
韓
　
－
蓑

・
轍
撫

棚
　
、
　
　
郵
貼

　
　
　
　
　
ヘ
ハ
ニ
も
　
ぺ

蝿
・
鋳
『

猛
綴
㎜

　
　
　
　
　
　
噂
尊

　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
～

　
昭
和
九
年
、

定
さ
れ
た
材
木
岩
は

ダ
　
ダ・

、
7

、
謡憂轟ゴ

　
　
　
　
　
国
の
天
然
記
念
物
に
指

　
　
　
　
　
　
、
石
英
安
山
岩
が

柱
状
節
理
し
た
も
の
で
、
次
の
よ
う
な

伝
説
が
あ
る
．

　昔、

飛
騨
工
匠
と
い
ろ
上
手
な
大
工

が
い
た
，
あ
る
時
、
飛
不
動
の
堂
宇
を

建
て
る
願
を
か
け
、
仕
事
に
と
り
か
か

っ
た
，
そ
し
て
、
満
願
の
前
の
晩
に
な

り
明
日
成
功
と
喜
ん
て
い
た
と
こ
ろ
、

あ
ま
の
し
ゃ
く
が
悪
戯
を
し
て
一
番
鶏
、

二
番
、
三
番
鶏
ま
で
の
鳴
き
真
似
を
し

た
。
こ
れ
を
聞
い
た
工
匠
は
、
願
か
け

が
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
を
悲
観

し
、
材
木
を
立
て
掛
け
て
自
殺
し
て
し

9

・類

調
．

“

ぐ

ゆロ　コ　　　　　　　　　　　　　　

’騨難のさん麟陶麟

ま
っ
た
。
こ
の
工
匠
の
口
惜
し
さ
が
残

り
、
材
木
が
岩
と
な
り
材
木
岩
が
で
き

た
と
い
ら
。
、

　
材
木
岩
の
吋
岸
に
は
、
虎
の
皮
の
模

様
の
よ
う
に
見
え
る
岩
が
あ
り
、
昔
は

不
動
岩
と
呼
ば
れ
て
い
た
〔
昭
和
十
七

年
、
ヨ
コ
グ
ラ
ノ
キ
の
北
限
地
帯
と
し

て
国
の
指
定
を
受
け
る
）
．
．
不
動
岩
の

名
の
起
こ
り
は
、
昔
、
不
動
尊
が
飛
ん

で
き
て
こ
の
岩
の
中
腹
に
止
ま
っ
た

そ
の
処
な
ど
か
赤
色
を
呈
し
て
お
り
、

地
方
人
が
、
不
動
尊
を
崇
め
た
で
、
こ
の

岩
の
下
に
祀
っ
た
た
め
と
い
う
．
ま
た

一
説
に
は
、
ヂ
、
正
十
九
年
二
五
九

　
　
た
　
　
ヂ
し
シ
ひ
く
ず
し
ね

ご
伊
達
政
宗
が
羽
州
置
賜
郡
か
ら
移

し
た
と
も
い
わ
れ
る
：
文
禄
三
年
二

五
九
四
〕
四
月
の
火
災
の
際
、
本
尊
が

自
ら
堂
か
ら
飛
び
出
し
、
虎
岩
の
岩
窟

内
に
収
ま
り
無
事
だ
っ
た
の
で
飛
不
動

と
し
で
、
崇
め
ら
れ
た
．
．

　
享
保
十
六
年
の
地
震
の
際
、
大
岩
が

落
ち
て
お
堂
は
つ
ぶ
れ
た
が
、
本
尊
の

鎮
座
し
て
い
た
「
中
の
間
」
だ
け
は
つ

ふ
れ
ず
、
小
僧
と
道
心
の
二
な
は
助
か

っ
た
と
い
う
．
二
の
地
震
の
た
め
、
旧

参
勤
交
代
路
か
通
れ
な
く
な
り
、
江
志

峠
越
え
の
新
道
か
開
盤
さ
れ
、
不
動
堂

は
現
在
地
に
移
っ
た
、

　白

石
か
ら
は
、
鉢
盛
山
を
越
え
由
陵

部
を
通
る
険
ド
己
道
か
通
し
て
い
た
、

　物資の

輸
送
の
た
め
小
原
新
道
か
造

ら
れ
た
の
は
明
治
十
へ
年
の
こ
レ
一
で
あ

る
．
ま
た
、
こ
の
道
に
沿
っ
て
鉄
道
を

敷
＼
計
画
が
あ
り
、
有
志
の
出
資
に
よ

り
測
量
作
業
が
進
め
ら
れ
た
が
奥
羽
本

線
の
開
通
に
よ
の
計
画
に
終
わ
っ
た
、

”ん

μ
、
、
ー
リ
ク

fO

ア
イ
ド
ル

わが家のワ○○口o

0
磐
φ
C
糞
（
色
δ
嶋
Ω
0

　
　
　
．
p
寧
、
｝
㍉－一寧騨一

佐藤　健一君噛川1
　昇さん、けい子さんの長男

ママからひとこと
　“明るく素直な子どもでいてほしい“

パパからもひとこと
“みんなに好かれる元気て1幻一い子に

　育ってほしい”

Ot20α200口Oo七～o　o
　　　　　　　　　　　～　二

o
o
◎
◎
ゆ
倉
o
o
蔓
ヤ
費
o
o
◎
9
◎
昌
o

市
民
文
芸

燕
瞬

　　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　戸　　以　一
冠一

　
　
　
　
　
　
　
　
森
騨

～
｝
∴
奪
　
　
ご
ぎ
ズ

鎌必

響
ド
マ

灘
・
鋒
　

．
歯
耀
霧

…
繋
　
、
瓢
、
鑑
　
誉
、
　

百
円
の
孫
の
お
や
つ
に
消
費
税
貯
金
箱
よ
り
三
円

を
足
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
野
　
美
沙

は
る
ば
る
と
来
つ
れ
ば
見
ぬ
も
残
り
惜
し
雨
の
つ

つ
じ
園
傘
さ
し
巡
る
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

入
院
の
留
守
を
ま
も
り
て
炊
ぐ
菜
妻
の
分
ま
で
量

多
く
増
す
　
　
　
、
　
　
　
　
　
若
桑
　
謙
一

久
々
に
城
山
コ
ー
ト
ヘ
ひ
と
り
ゆ
く
濠
の
流
れ
に

山
吹
き
の
散
る
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

「
評
」
一
首
目
、
喜
び
と
悲
し
み
の
六
十
年
の
歳

月
を
心
に
刻
み
つ
つ
今
は
亡
き
央
へ
の
思
い
が
日

増
に
つ
の
る
、
寂
し
く
も
か
な
し
く
、
そ
し
て
人

を
恋
う
愛
の
あ
る
作
品
で
あ
る
。
二
首
目
、
保
健

婦
の
検
診
を
今
月
も
受
け
、
異
状
な
し
と
言
わ
れ

安
堵
す
る
．
．
健
康
に
留
意
し
御
健
詠
を
祈
り
ま
す
、

三
首
目
、
春
の
芽
ぶ
き
を
「
樹
々
の
静
け
さ
」
と

詠
ん
だ
作
者
の
感
覚
は
す
ば
ら
し
い
、
重
厚
味
の

あ
る
歌
。
四
首
目
、
点
滴
の
注
射
を
す
る
看
護
婦

「北海道の海で泳いだこと」

　　保科　正志（大平小5年

わたしの

　　ケツサク

　　　　　　　M　　　　　　　戸　　　　　　一　　　　　一　　　F　　　仰　　月
戸H

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
ま

刻
み
た
る
六
十
年
の
歳
月
に
亡
夫
の
思
い
出
日
増

に
つ
の
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

保
健
婦
の
検
診
を
受
け
平
常
と
言
わ
れ
安
ら
ぐ
老

い
た
る
わ
れ
は
　
　
　
　
　
　
日
下
　
佐
七

春
こ
こ
に
光
あ
ふ
る
る
真
昼
ど
き
芽
ぶ
か
む
と
す

る
樹
々
の
静
け
さ
　
　
　
　
　
　
大
野
　
兼
三

点
滴
に
静
脈
見
に
く
き
わ
が
腕
を
若
き
ナ
ー
ス
は

や
さ
し
く
た
た
く
　
　
　
　
　
八
島
青
蘭

黄
昏
れ
し
グ
ラ
バ
ー
園
の
花
陰
に
蝶
蝶
夫
人
の
幻

う
か
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

こ
の
つ
つ
じ
満
開
の
季
に
嫁
ぎ
来
て
金
婚
問
近
か

と
友
は
語
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

の
様
子
も
、
λ
院
生
活
の
作
者
に
と
っ
て
は
立
派

な
歌
材
で
あ
る
一
．

　
　
　
　
　
　
　
　
川
股
兵
三
選

蔵
王
嶺
に
霧
湧
き
蛙
む
梅
雨
間
近
か
　
三
浦
愛
嶺

，
〔
評
一
梅
雨
期
に
近
い
せ
い
で
あ
ろ
う
、
蔵
王
山

　
の
嶺
に
は
濃
い
霧
が
湧
き
た
た
ん
で
去
来
が
は

　
げ
し
く
な
る
・
梅
雨
も
真
近
な
蔵
王
山
の
景
、

五
月
闇
猫
の
目
二
つ
光
り
け
り
　
　
　
日
下
佐
七

｛
評
）
梅
雨
の
頃
の
夜
の
暗
さ
は
あ
や
め
も
わ
か

　
ら
ぬ
闇
で
あ
る
，
つ
と
猫
の
目
が
二
つ
光
っ
た
。

　なに

か
不
気
味
さ
さ
え
感
じ
る
句
。

連
休
を
よ
そ
に
農
夫
の
代
田
掻
く
　
　
日
下
　
文

へ
評
）
連
休
も
三
連
休
も
農
夫
に
は
す
こ
し
も
か

　わり

は
な
い
、
い
・
て
が
し
く
田
植
の
準
備
を
す

　整　爵濠愈

　
　
　
　
　
響
、
－
　
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

　
　
　
’
－
　
　
認
、

　
　
　
　
孔
肥
　
　
　
F
曝
払
　
隆
、

　
　
　
騨
γ
露
齢
、
誌

　
　
　
箕

　
　
　
　
　
　
ヒ
セ
む
メ
　
　
　
　
　
コ

　
　
　
轄
勘
、
難
「風景」

佐藤　紀子（深谷小6年

　
る
は
か
り
て
あ
る
．
、

花
と
花
重
な
る
藤
に
風
の
あ
り
　
　
　
諺
、
肱
昭
三

春
愁
を
レ
、
ば
す
詩
吟
を
吟
し
け
り
　
高
橋
和
歌
子

懐
古
寸
る
よ
す
が
も
知
ら
ぬ
花
は
葉
に
佐
藤
周
子

一
面
に
暎
！
、
梨
の
花
蔵
王
晴
　
　
　
若
桑
源
治
郎

錆
し
ま
ま
ふ
ら
ん
こ
風
に
揺
れ
て
を
り
鈴
木
民
子

τ
雨
の
き
ワ
て
う
な
予
感
牡
丹
勢
る
　
青
木
良
子

郭
公
の
声
透
り
す
へ
’
、
団
地
か
な
　
高
子
た
ち
ば
な

　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
貞
二
選

◎
七
月
例
会
は
、
七
月
二
十
三
日
励
十
二
時
半
よ

り
中
央
公
民
館
で
行
い
ま
す
。
題
雑
詠
，

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
入

三
首
、
封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明

記
の
う
え
、
市
総
務
課
総
務
係
（
白
石
市
大
手
町

一
番
一
号
）
へ
。
短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

”



わ
が
家
の
味

へ
抽
診
o
勿
暫
申
シ
リ

レ
バ
ー
に
ら
い
た
め

〔
材
料
〕
4
人
分

　
レ
バ
ー
鵬
g
、
に
ら
一
束
、
豆
腐
差

　
丁
、
し
ょ
う
ゆ
大
さ
じ
2
、
酒
大
さ

　
じ
ー
、
し
ょ
ろ
が
少
々
、
油
少
々
．
．

〔
作
り
方
〕

①
豚
レ
バ
ー
を
熱
湯
で
か
る
く
ゆ
で
、

　
細
切
り
に
し
、
大
さ
し
一
杯
の
し
ょ

　
う
ゆ
・
酒
・
す
り
お
ろ
し
た
し
ょ
う

　
が
に
1
0
分
ほ
レ
ろ
け
て
お
き
、
下
味

　
を
つ
け
る
．
、

②
に
ら
を
3
セ
ン
チ
位
に
切
り
、
さ
っ

　
と
湯
が
え
る
。

③
豆
腐
は
さ
い
の
目
に
切
る
。

④
①
を
油
で
い
た
め
、
③
を
入
れ
、
し

　
ょ
う
ゆ
大
さ
じ
一
杯
、
湯
2
0
㏄
を
入

　
れ
、
一
煮
立
ち
さ
せ
て
か
ら
、
②
を

　
入
れ
る
。0

一

高橋トクヨさん（大平）

イ’－『い ≧』♪プ斗斗尊h》P蛤ブ彦べ参毒乱≧↓・与乏斗屯今Σ与’う・錫Σ・》ベア・》斗べ7・》・与与

　
※
レ
バ
ー
は
、
一
晩
ホ
ル
モ
ン
の
た

れ
に
つ
け
て
下
味
を
つ
け
、
か
ら
揚
げ

に
し
で
、
も
お
い
し
・
＼
い
た
だ
け
ま
す
。

》
多
く
含
ま
れ
、

　
、
／
C

　
ら
よ
、

窃
古
事
記
や
万
葉
集
で
は
薬
用
野
菜
と
し

　
て
登
場
し
で
、
い
ま
す
，

　
に
ら
特
有
の
に
お
い
は
、
硫
化
ア
リ

　
ル
に
よ
る
も
の
4
－
、
す
。
硫
化
ア
リ
ル
に

　
は
、
胃
や
腸
の
粘
膜
を
刺
激
し
消
化
を

≧
助
け
、
ビ
ダ
ミ
ン
B
と
結
合
し
で
、
体
内

毒
に
む
だ
な
く
取
り
こ
む
働
き
が
あ
り
ま

、
す
二
さ
ら
に
、
に
ら
に
は
肉
の
生
臭
さ

の
を
消
す
働
き
も
あ
る
の
て
、
肉
料
理
に

玩
多
く
用
い
ら
れ
ま
す
。
栄
養
価
の
高
い

　
に
ら
は
、
育
ち
盛
り
の
お
子
さ
ん
や
、

　
仕
事
の
忙
し
い
方
に
ぜ
ひ
食
べ
て
い
た

　
だ
き
た
い
野
菜
で
す
，

　
に
ら
、
は
、
一
年
中
販
売
さ
れ
で
、
い
ま

，
す
が
、
冬
か
ら
春
に
か
け
て
の
も
の
は

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
メ
モ
】

　
　
　
に
ら
に
つ

ビ
タ
ミ
ン
A
や
ビ
ケ
ミ
ン
B
が
特
に

　
　
　
　
ビ
ク
ミ
ン
B
や
ビ
タ
ミ

　
、
カ
ル
シ
ュ
ー
ム
な
ど
も
多
い
に

ー
　
栄
養
価
の
高
い
緑
黄
色
野
菜
で
、

司〆

＆

Y
、
り
励
、
“
γ
ノ
㍉
、
・
“
ン
㍗
ヤ
ざ
》
、
）
ヤ
胃
》
ξ
》
を
妃
ア
ζ
，
ヶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＆

い
て
　
　
　
　
　
　
玲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
一
、

葉
肉
が
薄
く
柔
か
で
、
夏
の
も
の
は
少
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

し
か
た
め
で
す
，
品
質
の
良
い
物
は
、
冬

葉
が
淡
い
緑
色
て
、
み
ず
み
ず
し
！
＼
　
奏

葉
先
が
ま
っ
す
ぐ
伸
び
て
い
ま
す
、
　
る
、

　
水
が
か
か
る
と
傷
み
や
す
い
の
て
、
ノ
～

調
理
の
直
前
に
水
洗
い
す
る
よ
う
に
し
南

ま
し
よ
う
－
　
　
　
　
　
　
礁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冬

　
保
存
す
る
時
は
、
ぬ
ら
し
た
新
聞
紙
腎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
念

で
包
ん
で
冷
暗
所
に
置
く
か
、
冷
蔵
庫
管

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｛
、

の
製
氷
室
の
下
に
置
き
ま
す
．

　
　
　
　
　
抄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
（
。

　
　
嵐
　
　
　
　
　
　
矯

』
メ
づ

陀
　
’

一

鞍
趨
～
　　夏期食品一斉取締り月間

ノい台改喰乱へ奮通“叉乏ほ　へで父窒・ぐイぐ

巾上昇品目

　　牛乳、バター、灯油（店頭・配
　　達1、軽汕、プロパンガス

12不降品目

　　砂糖、小麦粉、テでッシュペー
　　パー、洗濯用合成才先剤、カレーラ

　　イス

G横はい品目

　　しょうゆ、サラタ油、食バン、マ

　　ーガリン、ラ’プ、理髪料、パー

　　マネント料、レキュラーガソリン

　　即席中華めん、炭酸飲判

　11上昇品目

　　しょうゆ、サラゲ油、雫乳、理髪

　　料、パーマネント料、レギュラー

　　ガソリン、軽1由、　プロパンガフ、

　12 下降品目

　　砂糖、小麦粉、食バン、マーガリ

　　ン、バケー、テ1㌧ノシュヘー八一

　　ラワフー、マ先濯用含成マ先剤、　カレー

　　ラでス、灯油（店露｛・配達｝

f2
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q
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リ
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」ヌ同年両Il～8
咀

『
1ー

比　q各卜h佃均平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
螂
．

月当
格　　　　　　屋

上自糖1L・1

1軍ll『1　を

糖L
’
　
一

仔1

オ
上
†
‘勅粉lk・」

並食1袋

2．rゴ　よ　・、　ゆ

　　曙卜　弓　ケ　油

4，小　　支　　紛

「・，∫〔ハン

＝1　　．『lhδ　　　、‘’トI　　l叫．I　　lls』

7　　L拠　　 13り　　〔m．，据　 し唱．

4　　3111　　コ07　　1川　　『膳．

8　　7、鴨一．う　1，揺，‘　　匡｝3．o　　ril，

云π
　
　
「
り

　
力

　
一

　
マ

『
！

　
　
　
ド
ヤ 力几トンノ、U2二，・1

川枚！2“o組1紙ll戸＼1三三二二催1
　　　　　プ1巾聯em1・

1合威隷完剤旨農荊ド1小卑

、ロ2⇔mI一l　 　　2∩4　　3111　　コ07　　1川　　り占．li

ll洗剤1◆5h　　　　　728　　7ピ．う　1，揺，‘　　匡13．o　　ril，コ

ll　　　　　　　　7 　1r6　　恥　　トll3．1　tIll．＝

股　　　　　　 　l．517　1．〕17　　1　弍　　Iull　口：｛．翠
　　　　一一寸　『 ” ’”　一7－7一『 『

一’一一ーヨート　　　　　5，117　　＝1▼i口 　1ロ““II　　　Ill〔I　　l（1；、1

　　　＿ 丁一． 」　＿＿－－　“　　　「＿ 一　　 　　駒＿＿ ＿ ＿ ＿イ！鮒i格1　　　1　1滞1　　61℃　　劇　　川，7　　111，II
　　　　　　　　　　　　　　　　7＝一7下一 　　一
己1劃込1　　　　　　670　　　1　　川6　　1111．，　　91，！1

紅　　』　 －　　1コ「 lls　－lrllI “｝2上

奄　　　i　67　白う 　l禍　IIり，5 川，コ

斎奮π一 一コ～ぐ一師「王∫11rr一川，u

π　　I　r 『神…『π 一一

350nll－　　　　 　　9δ 　　り呂　　 l　ioll 　　

9．テで

1“．弄

11．洗濯用

12．カレーラでス㌧沁fミー1皿

13．罫巨　　㌻ξ　　料・　ノト’　ヒ」周髪

マネ．ト判「コールトンヨー

　　　　　油臆」苫！鮒i格

　　　　　　 18β配劃込

弘　
　
　
　
酸

　
　
　
鴇

ね　
　
口

　
　
　
師

　
　
ゴ

　
　
民

　
　
　
　
り
】

　　夏季教材映画（16ミリフィルム）の

　　　　　　　　　　　セット貸し出しについ
　夏季中の16ミリ教材映画の貸し出　　　す。利用を希望される方1

しは、12本1組のセットで各市町へ　　　民館へご連絡ください。

配送されます。　　　　　　　　　　　　　なお、セノト以外のフ

　白石市へは次の予定で配送されま　　　りますのでお問い合わせ

、しについて
を希望される方は、中央公

連絡ください。

セノト以外のフィルムもあ

でお問い合わせください。

　セノト貸出蔦㎜映画フィルム貸出期問セノト貸出16㎝映画フィルム貸出期問

ちひてか物語r42・C
母さんは歌ったよ14∈いC
コロホ・タルのすてきなおくりもの141・C

　I1　コは自1十ない　一45・C

さよならほ1のヒロ　キーq5・C

みつはちマーヤの冒距弓り・C

二兀スの．r、しきな玩　 （｝u　r29・C

レ。
し

置
D

ウ
一

『，
ド

ア
ー
■菊野

交通安主：たよトラエも八　ll6・c

かさ二地そう　113・C
う’いすの里lll、1・C
みに1いあひるの予110・C

8月9目

8月17日

チョコレート戦争141・O
母ちゃんありがとう 14り・CI

つフララフララ物言吾152・CI

ひいしめられている君へ145・Cl

Fシおじいちゃ人の海150・0
あんじゅとすしおう　〔31・Cl

わんわ人大事だわん120・Cl
・：壷　の　が　ち　ょ　う　囑・O

I⊃こきつねコンと二たぬきポン　1部・Cl

I
甲1肥fのちえ・：らへ　1μ．卜Cl

こひとと靴屋qU・Cl
・’，おうさまはたれだ1加・0

7月1911

7月27日

春風の予供た　考、　r49・C〕

，き　ょ　う　た　い　　（・1臣c』

まほろしの四香へ一ヤー『411・U

塗あ　1「　たの空は rJ　いウ縫　141i・し1

お兄ちゃんとほくのL転ひへ起き142・Cl

お　は　拮　て　III　の　月　　巳1・Ll

屯　れ　え　ロ　7　　⑳・り

ア弓し　ちや入の気超’奏翁　Il4・し1

銀河1－1、道ll99N口3119・O
蜘遡ll…ケれ「愛の’〕融より」u9・o

Iみんなで作った虫1の・つり僑　1苫1・し1

り竜　‘ノ、　の　し　ゅ　う　た　入　qlトし1

8月19日

8月28｝1

浜なんか飛メ㌧ていけ　鵤・C

lかあち や んの海　150・C

あの空の果てに響け145・Ci

Iははたけ明日への瞳151）・C／

草1県の少女ローラ1311・C1
二Flスのふ1’きな旅NOl　巴9・し】

ト十ILトケ・ケの防火訓申U2・G

いしわる狐ランホー q5・〔』1

1おこりしそう127・CI
lアリとキリキリスq2・Cl
l一チ・ロの木あ、きくなあオし 121・CI

は　た　か　の　・1三　竹　し！け・Cl

7月29日

8月7日

公民館だより

受講者を募集します

◎川柳講座
　・期間　6月一12月　114回）

　　　　毎月1・3土曜日

　　　　午後2時～午後3時30分　　○
　・対象　市内に居住する方　15名　　は

・会場白石市中央公民館　曇

　・会費　月額1，000円　　　　　　　購

　　　　　　　　口　　　　　　　入
　●講師　白柳会役貝山田守氏　　　　フ

　・申込方法　　　　　　　　　　イ
　　7月10日（月ぼでに　住所・氏　　ル
　　　　　　　　　’　　　　　　ム
　名・電話番号等を電話で結構です　　で

　からお知らせください。8時30分す
　　　　　　　　　　　　　　　　Q
　から17時までにお願いします。土

　曜日の午後、日曜日はご遠慮くだ

　さい。

　　なお、定員になり次第締め切り

　ます。

炉
し

へ
琶

（

、

花
火
に
よ
る
火
災
を
防
ご
う

　
夏
の
夜
、
庭
先
な
ど
で
楽
し
む
花
火

は
、
日
本
の
代
表
的
な
風
物
詩
の
一
つ

て
す
。

　
線
香
花
火
な
ど
は
か
わ
い
ら
し
い
花

火
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
「
お
も
ち
ゃ

花
火
」
も
、
原
料
は
火
薬
で
す
、
正
し

く
取
り
扱
わ
な
い
と
や
け
ど
や
火
災
な

ど
の
原
因
と
な
り
ま
す
、

　
昭
和
六
十
二
年
に
花
火
が
原
因
の
火

災
は
、
全
国
で
三
百
九
十
二
件
発
生
し

で
、
い
ま
す
。

　
ど
ん
な
に
き
れ
い
な
花
火
で
あ
っ
て

も
花
火
は
”
火
力
な
の
で
す
。

　
始
め
る
前
に
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

安
全
な
場
所
を
選
ぽ
う

　
花
火
に
は
高
く
上
が
る
も
の
や
、
勢

い
よ
ご
、
火
の
粉
を
飛
び
散
ら
し
な
が
ら

地
上
を
走
り
回
る
も
の
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　
花
火
の
火
の
粉
が
周
囲
の
紙
く
ず
な

ど
に
燃
え
移
り
、
火
災
と
な
る
場
合
が

多
く
み
ら
れ
ま
す
。
花
火
を
す
る
と
き

は
、
次
の
よ
う
な
場
所
を
選
び
ま
し
ょ

う
。①

周
囲
に
燃
え
や
す
い
も
の
が
な
い

②
建
物
か
ら
離
れ
て
い
る
こ
と

②
強
風
注
意
報
や
乾
燥
注
意
報
が
出
さ

れ
で
、
い
る
と
訟
｝

〔
⑤
風
が
強
い
と
感
じ
ら
．
れ
る
と
き

子
供
だ
け
で
遊
ば
せ
な
い

　　白石市中央公民館

　　台26－2453・24－5377

気
象
状
況
を
考
え
よ
う

　
次
の
よ
う
な
と
き
は
、
花
火
を
や
め

ま
し
ょ
う
。

①
火
災
警
報
が
出
さ
れ
て
い
る
と
き

　
子
供
だ
け
で
遊
ん
で
い
る
と
、
万
一

の
と
き
、
適
切
な
消
火
作
業
が
で
き
ず

大
き
な
火
災
と
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
夢
中
に
な
っ
て
花
火
に
近
づ

き
す
ぎ
て
や
け
ど
を
す
る
恐
れ
も
あ
り

ま
す
。
必
ず
、
大
人
が
付
き
添
う
よ
・
つ

に
し
ま
し
ょ
ろ
、
．

注
意
書
き
を
必
ず
読
も
う
．

　
安
全
検
査
に
含
格
し
た
花
火
に
は
、

「
S
F
マ
ー
ケ
」
が
つ
い
て
い
ま
す
。

注
意
書
き
の
と
お
り
に
取
り
扱
い
ま
し

ょ
、
つ
．
）

花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
ま
と
め
て

　
点
火
す
る
こ
と
は
や
め
よ
う

　
火
薬
を
ほ
ぐ
し
て
集
め
た
り
、
数
本

ま
と
b
て
点
火
し
た
場
合
、
火
薬
が
一

度
に
燃
え
、
爆
発
す
る
こ
と
も
あ
る
の

で
非
常
に
危
険
で
す
。
花
火
は
、
そ
の

ま
ま
の
形
で
、
一
本
ず
つ
火
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

水
の
入
つ
た
バ
ケ
ツ
を

　
　
必
ず
用
意
し
よ
う

　
花
火
の
燃
え
が
ら
な
ど
、
一
度
火
の

つ
い
た
も
の
は
必
ず
水
の
中
に
入
れ
て

完
全
に
消
火
し
ま
し
ょ
う
。
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ぼしゆう篭，

●－楽しいパソコン教室、開放講座

　受講者募集　白石工業高校から

『パソコン』　と対言舌しなカ§ら、パソ

コンについての基本的な知識と技術

を学習しましょう。

・主　　催宮城県
・実施機関　白石工業高等学校

・実施期間　7月24日～8月5日

　　　　　（日曜日を除く12日問1

・会　 場工業高校コンピュータ室

・対　象一般成入30名
　　　　　〔男15名・女15名）

・講　 師工業高校教喩他

・主な内容

　　①コンピューダ「Q＆A」

　　②パソコ≧ってなあに？

　　⑧表とグラフにチャレンジ！

　　⑨CAD・NCってなあに？

・受講料無料
。申込方法　住所、氏名、年齢、性

　別、電話、職業を明記のうえ7

　月14日まで（定員をこえた場合

　は抽選によって決めます）

・申し込み・問い合わせは下記まて。

　〒989－02　白石市郡山字鹿野43

　宮城県白石工業高等学校

　開放講座実施委員会智25－324〔）

f∫

●税に関する高校生の

　　　作文を募集します
　国税庁では、高校生の皆さんの税

に関する意見や考えなどの作文を募

集しています．

・応募資格　高校生

・テーマ　税について日ごろ考えて

　いることや意見など、税に関す

　ることであれば何でも結構です、，

・応募数　一ヘー編（3，㈹1）字以内）

・締切日　9月5口吻

　詳しくは、最寄りの税務署総務課

へお問い合わせください、、

●「国際障害者年」（1981年）のシンボルマーク●

　　　　ぐ『－「「』

　　＜完全参加と弔等＞

●寿山（緑が丘）団地

　　先着順申込み受付中
。地域特別分譲住宅3戸

　公庫借入金に県が年率1％で5

　年間利子補給、公庫割増融資付

（籍製瓢欝利子）

。一般分譲住宅　4戸

・宅地分譲　　　22戸

　最多価格　600万円台　14戸

　詳しくは、白石市建設課a25－2111

（内線）262・263、または、宮城県住

宅供給公社船迫現地案内所

智0224－57－2184へおたずね下さい。

●市営住宅入居者募集

　　　　　　建設課住宅係から

・第一種住宅

　（収入基準162，000円以下）

団地名

岩崎

新館

寿山

越河

璽式

3DK

3DK・3K

3臥

3K

家賃（敷金は3月分1

29，脚円

3，00り円一3，500円

3，300円一3，500円

3、川1』

空家戸数

1戸

7戸

2戸

D戸

・第二種住宅

　（収人基準1〔）0，000円以下）

団地名

城南

郡llI

緑が丘

馳

自川

璽式

3DK

3DK

3Dk

翻

郭

家賃（敷金は3月分）

23，01｝0円

22，し101）円

14，，同6，5瑚

5，100－52し剛

3，600円

空家戸数

1戸

目
「1

8戸

1戸

1戸

建設課で随時先養順で受付してい
ます，、、費25－2111（内糸泉）262

●第九合唱団員の募集

　　について岩沼市民会館から

　初めての方でも参加できるような

練習を計画しています 二

・募集締切　7月15日

。募集人員　150名

・対象　第九を歌いたい方ならどな

　　たでも（初めての方大歓迎1

。演奏　仙台フずルハーモニー管弦

　　楽団
・合唱指導　名取高校教諭

　　　　　　江草重男氏
・練習期間　8月～12月

　占干しくは、岩沼行∬尼会負官台0223－

23－3434へ。

㊤在宅心身障害児（者）

　　宿泊訓練参加者募郎
　家にこもりがちな、心身に何らか

の障害をもった子供たちが友達をつ

くン）、日常生活のあり方や、機能訓

練などの糸口を見つけるよい機会で

す。ぜひ、ご参加ください。

・対象・目的

　市内に居住する比較的重度の在宅

　心身障害児（者）および母親1また

　はこれに代わる者）を宮城県知事

　が招待し、集団宿泊訓練・機能訓

　練・レケリエーション等により、

　心身障害児（者1の福祉の向上をは

　かる。

・実施期日　7月31日～8月2日

・実施場所　宮城県黒川郡大和町

　　　　　　　吉田字童子沢21

　　　『宮城県七ツ森希望の家』

●募集人員5組（磐薪と介護者）

・参加費用　無料（知事招待のため）

　※希望者が多い場台は、若干負担

　していただくこともあります。

・締切日　7月10日旧1厳守

参加申し込み、お問い合わせは、

白石市社会福祉事務所福祉係　智25

－2111（内線）155へ。

●母子家庭寡婦自立促進

　　　講習会受講者募集
　宮城県母子福祉センターでは、母

子家庭・寡婦自立促進講習会の受講

者を募集しています，、

・家庭介護人養成　・〆、

　家庭介護・病院介護のため、介護

の方法、福祉制度等の講義と実習。

。和裁1吉井式早縫い「1と着付旨∫

　早縫いで袷から縫い始め、ひとり

で着付けができるよろになりましょ

う，

“ワー一ブロ

　入門から応用まで．資格取得4級

1こもヨ兆戦しましょう、

・期問　8月20日～12月3日

　知…j墨日日崔日9目寺～！6日寺　170日寺聞）

・受講料　無料　1教材費各自負担）

・受講資格　県内の母子家庭の母

　　　　　および寡婦

　詳しくは、仙台市宮城野区安養寺

3丁目7－3　宮城県母子福祉セン

ウー奮（022〕256－6512　・　295一（）Q13

へ⊂，

・働く婦人の家からお知らせ一二

蔚夏休み子供スケッチ教室
・日時　7月25日1火19時30分～

・講師　小岩庄一先生

・対象　小学生20名

。持参する物　鉛筆B・絵の具・

筆・水入れ・パレット・スケッチ板

・場所　働く婦人の家屋上

動生活セミナ…
　『家庭薬と民問薬』

・日時　7月26日1水l　l3時31）分一

・講師　薬剤師　谷津甚輔先生

7月の休館日　3・9・17・23・30

白石市働く婦人の家曾25－5095

⑭おどりの講座
どうしたら美しくおどれるか、

体と目のつかい方、足の運ぴ、扇

子のさばき方、手ほどきなど、初

めての方もお気軽に服のままでご

参加ください、

〈昼の部〉

・日時　7月14日1金110時～12時

く夜の部〉

・日時　7月18日1九　18時～20時

・講師　若柳宝梅先生

　　　　　　！・定員　昼の部、夜の部とも10名

　定員になり次第締切ります。

・持参するもの　手ぬぐい

図書館からのお知らせ
　梅雨あけ、そして、子どもたちは

楽しい夏休みに入ります ，

　図書館では、親子で楽しめる“夏

休みイベント”を計画しています、

ご家族おそろいでご利用くたさい、，

　　　　白石市図書館智26－30図

「、1い瞬－ へ

・開館時間

　月～土曜日　9時～16時55分

　日曜日　　　10時～16時

・休館日

　7月31日OI）

　i　　・li・不、1フ［汝

　“世界に一冊しかない

　　あなたの本を作りましょう”

・日時・内容

第1回　7月24日〔月19時30分～

　　　「絵本のシナリオ」など

第2回　8月1日し火19時30分～

　　　「本の中身づくりと製本」

第3回　8月7日（月19時30分～

　　　「製本、完成」

※この講習会は、第！回から3回ま

で通して受講してください一

・場所　白石市図書館

・講師　白石絵本を楽しむ会

　　　　　会長　鈴木千恵子氏

・対象　小・中・高生・一般の方、

　どなたでも参加できますが、小学

　4年生以下は親子で参加してくだ

　さいc

・参加費　3（剛lj　l材料fい

・申込み　7月17日け1ぽで図告館へ

・募集人員　30名

すし’参ノl　h』lrl，、乏・’りお気1ド〕せ

図書館二階（旧館長室）に参考資

料室を開設しました，．室内には辞

典、参考書などを備えております

のでご活用ください．，

ず』∫ ゴ，の1こ展ノ』、∫ごに’ノいて

昭和63年4月から、平成元年3月

　までに出版された児童書の中から

子どもに読んでほしい本3〔）0冊を

宮上成県図詳額官力・らf告り’受け、移動

展示します，

・期日　7月18日1火1～7月20［lq」

・場所　自石市図書館二階之化室

◎白石のむかし・昔セミナー
『生活の知恵と年中行事』

・日時　7月31日1月19時30分～

・講師　小岩庄一先生

◎籐工芸教室
9日時　7月4日〔火1・18日1火l

　　　l8時30分～20時

・講師　大槻桂子先生

・定員　12名〔定員になり次第締切m

・材料代　約1，400円

◆清安サークル（図南書道）会員募集

・例会日　第1・3日曜日

・時問　9時3（〕分～11時30分

☆㌧川￥勺F　Lゴノ会

　一絵本の読みきかせとおし葉（花）を

　表紙にしたたのしいノートつくり一

。日時　7月27日巾　10時～12時

・内容　紙芝居とおし葉（花1を表

　紙にした楽しいノートつくり

・対象　小学生　30名

・申込方法　7月20日巾まで図書館

へ（ただし、定員になり次第締切り1

・講師　白石絵本を楽しむ会

・持ってくるもの

　エンピッ、はさみ、手ふき

・参加費　50円（材料代1

白石市図書館費26－3004

新館図書案内
肇斤歴々肖で、｝｛兇　　　　　　　　　　　　　　　　　z工1・虹lI　　F釜

すてきなお母さノ、　　　　藤片チス1㌦

熱くなる地殊　　　　　　　季1、本　順占

ビシネス書道　　　　　　　河含　松嶺
‘まノ㌧と♂，r1売み1堀力・せしてますカ・

　　　　　　　　　梅仁　妙f・
新地ノ∫の時代を1，売む　　　　阿部　亭メ、

「中小企業」はこれていいのか

　　　　　　　　　四野　占｝卜嬉
いい女の礼儀作法　　　　・ド

燃える池田中’〆　　　　　　旭1τ　肥．む

先祖と土地の祀bノ∫　　　　小由　耕平

老いと死をみつめて　　　、・テーケン

暮らしとfFまい　　4ヒ』1パ斜fL定三イ洲究ニミ編

本は交だち　　　　　　　藤田　雅ゴ・

女の素敵な’1きノ∬　＿択　　安牛かすみ

老いのよろ二ひ　　　　　　梶原　Φ

意義あるH曜H　　　　NHk収材甥婦
視ノ」か弱りた　　　　　　　11・1田寛流！ll

新しい家庭教育の創遺　　　羽仁　協f

H本入再疹ゴン・チャf十
　　明治ノぐ」；朴却L・理学セミナール絹

　　　　（抄）

物r吾之学を歩く　　　　　　鈴木　一雄

春物二・ト　　　　　　　　ゆきなはれる

土日を生かす家庭菜園　　　長澤　憲正

初めての水呈画Q＆へ　　　斎藤　南北

裳旧，い家庭教育の創造　　　羽仁　協子

・’く十歳からの・旨せ生きがい術　吉沢　　勲

仏典33の言柴　　　　　　　松原　哲明

　　　　　　　　　坂本　俊造
京都・北山が聞える　　　　坪井　憲冒二

食ぺる繊誰の本　　　　　　松原　京チ

任まいの台所100苧　　　　正宗　量チ

　　　　子どもの本

すてきな恋の夢占い
幸福の王1㌧

きみに星をあけよう

ギヨ・

みきみてひたりみて

みんなの図書館
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第13回　子ともまつり　開かる

　5月28日、益岡公園において「子どもまつり」が行わ

れ、お手玉やシャボン玉、紙・竹細工にアタッケ。ポリ

プコーンやおでん、かき氷に長い列ができました。

お乙らぜコーナー

　　まちの話題

　　　　白石城復元にと白石宗靖さん
　白石さんの先祖は、刈田氏を名乗り後に白石氏と称し、

平安後期に白石城館を構えた豪族です。白石城復元は他

人ごととは思えないと、6月10日来庁、寄付されました。

マナーアップ・ザ・みやぎ’89

運動展開中　白石警察署から

ヘリコプター防除にこ協力を／

自石市農作物病害虫防除協議会から

〃

　7月1日力・ら8月31日まで、県民

総参加により、夏の事故防止運動が

展開されます。

市民の皆さん！マナーア・・ブて

　さわやかドライフを

　さあ！

　わたしもあなたも

　やさしい心と思いやりで

　カ、なしし・事赦1をなくしましょろ

　航空防除は、良質米を食卓に提供

するための経済的、効率的作栗です

が、微量散布1霧状）のため早朝の

上昇気流のおきないうちに作業をし

なけれぱなりません，，早朝作業のた

めご迷惑をおかけいたしますがこ協

力をお願いいたします．

　また、薬剤散布は危害の生しない

よう配慮いたしますが、次の点につ

いてご協力ください。

・散布地周辺の方は、洗濯物や食物

を屋外に出さないでください．

・養魚池等は、・水をかけ流しにして

　ください、

・散布時間中は、自動車等を散布地

域内に駐車しないでドさい，もし

散布液が付着した場合は、すぐに

小く洗いしてくたさい

・散布予定

　7月10日1浄・21日1⊥「曹
　31日IIP．8月1δEl、｛守、1計4Lql

ただし、天候により変更すること

もあります．

・散布時間

　午前5時頃から実施

・散布区域

白旗で区分された内側1農道・原

野・堤防等も含む）

蟹89ひまわり号で

・シートヘルトは

　　　正しく着用しましょう

昨年の県内の交通事故死亡者のう

ち24名は、シートベルトを着用して

いれば助かったものと思われるもの

でした、

　シートベルトは命綱

　・カチッとなるのを確かめる

　・よじれないよろに着用する

・交通安全協会各支部対抗

　事故防止コンクール実施中

　夏の交通事故防止のため、7月1

日から8月31日まで、交通安全協会

各支部対抗の事故防止コンケールが

実施されます。

子どもと高齢者を交通事故から守

るため、常に安全運転を心がけま

しょう。

雨の日や夜間に道路を歩くときは

目立ちやすい服装で身を守りましょ

つo

最上川緑地へ

たばこは市内で買いましょう

　「列車に乗・。て旅をしたい」と

思っても、障害のあるノ∫は簡単には

できません、このようなへたちの旅

への夢をかなえるため、年1回障害

者友情列車『ひまわり号』を走らせ

てきました．、

　今年は、最上川中山緑地公園でい

も煮会を」陽ヒしています，，

。開イ崔月日　　10月22日（lD

・目的地　左沢線羽前長崎駅下

　　　　車最上川中山緑地公園
・定員480名

　詳しくは、ひまわり号を走らせる

宮城実行委員会　〒983仙台市宮城

野区鉄砲町62　費022－297－1751へ。

お手伝いしたいへには、実行委員

をお願いしています．ご連絡ください。

簡易保険・郵便年金資金

写真コンク→レについて

・テーマ　簡易保険・郵便年金資金

　の融資でつくられた施設又は、

　簡易保険・郵便年金加ヌ、者福祉

　施設を題材とする作品

・作品の大きさ

　 一般の部　四ツ切判（白黒，カ

ラー1

　・小中学生の部　キャヒネ判以下

・応募締切日　7月31日1ゆ

詳しくは、お近く♂）郵便局へ、、

　　「健康都市しろいし」をめさして健康まつり

去る6月11日、中央公民館において健康まつりが開催

され、各種展示や特別講演、ゲートボール大会などが行

われました．健康はかけがえのない大切な財産です。
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轡撃元年鐸国公立幼翻育研葬rロ
　　1＝’』 コ　　　　　　　　　　1
　　　　∫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』l
　　l

　一

　　彩　　　　　　　　　　』

噺雄芸レ．一，ぎ

　　　　ヤリ　　　　ぬ

　　　　　宮城県国公立幼稚園教育研究大会開かる

　　　5月25日、白一小体育館に県内全域から370名の代表

　　が集まり、幼稚園教育の事例研究の発表や・問題等につ

　　いて熱心な討議が行われました、

交通遺児に育成資金を

貸し付けています

第39回社会を明るくする運動

7月1日～7月31日

高齢者の悩みこと

心配ことは相談センターヘ

　自動車事故対策センターでは、交

通遺児等の育成のために必要な資金

を無利子で貸し付けています，．

対象者、貸付期間、貸付金額、償

還方法等詳しくは下記まて。

〒9δ（〕仙台市青葉区上杉一丁目6－6

　　自動車事故対策センダー仙台

　　　主管支所奮022－262－6790

税の窓ロ働
税金は納付に便利な

　　口座振替をお勧めします

口座振替とは……金融機閾があなた

　にかわって、納期限までにご指定

の預金口座から自動的に払い込む

納付方法です。

手続きは簡単です……口座振替依頼

書・納付届〔市指定金融機関の窓

　口に常御に必要事項を記入し、

預金口座にご使用の印かんを押す

だけです、一度手続きをすれば、

　自動的に継続されます、

　7月31日は、固定資産税第2期の

納期限です1

　口座振替をご利用の方は、預金の

現在高をご確認ください、なお、国

民健康保険税の口座加人者で阯帯主

を変更された方は、すみやかに変更

届を提出してください、・，

防ごう非行ノ

　助けよう立ち直りノ

育てよう非行に打ち勝つ強い意志

　最近の少年非行は、発生件数にお

いて増加の一途をたどり、そび）内容

も家庭や学校でσ）暴力事件、性的非

行など衝撃的なものが多発していま

す。また、少年非行の低年齢化が一

段と顕著になっています，．

　私たちは、これらのことを家庭や

学校・地域内の問題として、無関心

でいるわけにはいきません。

青少年の非行化を防止し、健全育

成につとめ、明るく住みよい社会を

築くため、みんなて協力していきま

しょう，

宮城県高齢者総台相談センダーで

は、高齢者やその家族が抱える心配

ごとや悩みごとなど総合的な相談に

応じています．電話、手紙、来所で

も結構です。相談は無料で秘密を厳

守します、お気軽にご相談ください。

なお、専門相談は予約制です。

・開設場所

仙台市青葉区本町一丁目4－39

県総合福祉センクー内（3階）

・相談内容

よろず相談　月曜日～土曜日

　　　　（2・4土曜日を除く）

専門相談（医療・法律・税金・年金1

・受付電話
　　　　リロニ　は　い　いろうニ
　　（〕22－265－1165

紙．Lからお礼申しあげます
　白石城復元や教育の充実のため、

次の方々から寄付をいただきました、

飛島建設㈱虎岩トンネル作業所所長

石川良雄氏・蔵本牧野農業協同組合

組合長理事菊地常正氏・高橋貴志

氏・山田實氏・佐久聞秀男氏・佐々

木正雄氏・洞口ふみ氏・村松榮蔵

氏・村上成拓氏・村上芙美氏・山崎

忠亮氏・白石ライオンズクラブ会長

丹野哲男氏・白石地区警友会・白石

喜多会会長柳原誠氏・小野稔氏・京

セラ㈱代表取締役社長安城欽寿氏・

白石市立白川中学校P　T　A会長加藤

輝正氏・白石市立白川中学校昭和63

年度卒業生保護者代表小島祥子氏・

清原剛雄氏・佐藤忠志氏・白石市立

白石第二小学校昭和63年度卒業生保

護者代表佐久間三千代氏・白石春ま

つり南町子供みこし代表南町若者会

須貝武志氏・斎藤啓志氏・セコム（椥

代表取締役社長木村経氏・セコムエ

業㈱代表取締役社長吉田誠二氏
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今月の傭麟鐸窪
2日

　内科　柿崎医院　　　a25－2210

　外科　刈田病院　　　費25－2145

　歯科　高橋歯科医院　a26－3543

9日

　内科　亘理医院　　　費25－85σ11

　外科　やまや婦人クリニック

　　　　　　　2監25－0088
　歯科　亘理歯科医院・ 費26－2563

16日

　内科　大沼医院 　費25」25q2ゴ

外科　刈田病院　　　貧25－2145

歯科　富岡歯科医院　倉24－43解

23日

内科　広瀬医院　　P智25－0238

外科　朝倉医院　　　冒25一，2101

歯科　真壁歯科医院　君32－3122

30日

内科　三浦クリニック溶25－6854

外科　銭谷医院　　　a25－2σ10

歯科　村上歯科医院　君26－2678

※都合により変更になる場合もあζ）ます。

市歯⑲叢
5／16～6／15　（）は累計

二安全は

ゆっくり、ゆったり

ゆとり、ゆずりあい

野

7月の定例相談日
相談区分

市長相談

人権擁護
相　　談

行政相談

、生1活相、談

社会保 険

相　　談

税務相談

消費生活
相　　談

補聴器巡回

サー，ビス

無料法律
相　　談

障害者
相　　談

青少年
相　　談

相談自“、一時間

15

14

14

14

5・25

14

　14毎週月・水・金

リオン

5・19

ニホン
21

14

10

10：qo～
12．00

10：00～
15：00

10：00～
15：00

10：00～
15：00

10：0ρ～
12，00

9：30－
15：00

10：00～
15：00

13：00～
14：00

10：30～
11＝30

10：00～
15：00

101叩～
15．00

祈場

白石市役所
1階市民室

白石市役所4階

大会議室

白石市役所4階

大会議室
白石市役所4階

第4会議室
福祉事務所内
相　談　室

白石市役所3階

第3会議室

白石市役所1階
消費生活相談室

福祉事務所

白石市役所4階

第4会議室
白石市役所3階

第3会議室

容

市行政に対する質問、
要望等について、川井
市長が直接相談に応じ
ます。

結婚、離婚、遺産相続
借地借家、雇用、差別
待遇問題等

国や県、市など役所の
行う仕事について困っ
ていることや希望等

市民の日常生活上の困
りごと

健康保険、船員保険、
厚生年金など

都合により休みます

買物苦情、消費生活一
般

補聴器の修理、調整な
ど

法律についての困りご
と

　　　　事故発生件数

　　　　36件
　　　　（194件）

数者
　

）

亡
人
人

　
0
0

死
　

（

　　　　負傷者数
　　　　10人
　　　　（68人）

　　　　物損件数
　　　　27件
　　　　（142件）

身体障害者精神薄弱者
の生活、職業、結婚等

電話相談にも応じます台25－2111〔内線）351

階
　
　
一

4
　
　
タ

所
談
ン

役
相
セ

市
年

石
少

白
青

　
～
o
o

oo

：

：
1
7

9　
　
金

4
週
木

－
毎
幻

　
　
月

子供の教育上の相談

　　　　7

紙表の月今琶

　　　　　　　　　　　　　　追いかけていました。

　翻1羅噛
孕即澱

白石サッカースボーツ
　少年団夏期強化リーグ戦
去る6月／8日、逢隈小学校にお

いて、サッカースポーy少年団の

夏期強化リーグ戦が行われました。

当Eヨは時々小雨が降り、前臼ま

ず
鑛
、
皿

岨
馨
篶

を
蛙
　
・
肇
『
糀

、
六
憐
．
憐
．

・懸疑、．．毒。発輪

縫黙賠愚騰撫鷺
　　　　　　　（　）内は対前月比
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